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　基準部は ， 1988年 5 月 に発足 し て 以来 ， 土質試験

方法に関する土質工 学会基準 （JSF）な らび に 日本

工 業規格 （JIS）の 抜本的見直 し を会員諸氏 に諮 りな

が ら進 め て きた。JISに関 し て は ，「土 と基礎 」 1989

年 7月号 に 「土質工 学に関連す る 目本工業規格（JIS）
の 改訂 に つ い て J と題 し て ，土質工学会 と し て の改

訂 の 基本方針や手順を全面的 に報告して い る。

　基準部 にお い て は ， そ の報告 に沿 っ て表一 1に示

す 15件 の JISの 改訂 の た め の 学会 自主原案を作成 し
，

昨年末 に 通産省工業技術院標準部 （JIS事務局） へ

提出 し た
。 そ の 後，原案 は 「工 業標準化法 」 に基づ

き所定の 審議に付され て い たが ， 1990年 6月12目付

け で建設大臣 （主務大臣） に よ り公布 され ， 翌 13日

の 官報に 公示 された
。

　 こ れ らは 日本規格協会よ り近 く有料で
一

般に頒布

され る が ， うち12件 に つ い て は ， 土質工学会よ り先

般発刊 され た 「土質試験 の 方法 と解説」 の 巻 末 に

JIS改正 案と し て すで に収載され て い る 。 そ こ に掲

載 され た JIS（案）は 目本工 業標準調査会 の 審議 を経

た時点の も の で あ るが， こ の たび公示 され た JISと

全 く一致する （初版 ｝こおける字句表現上の誤植等 は ，

表一 1　 改正 ・制定 ・廃止 が 公 示 （6A エ2 日） され た

　 　　 JIS一覧

JIS　A 　12el− 1990 土質 試験 の た めの 乱 した土 の 試料

JIS　A 　1202− 1990

JISAI203− 199e

JIS　A 　1204一エ990

JIS　A 　1205− 1990

JIS　A 　1207− 1ggo

JIS　A 　1209− 1ggo

JIS　A 　1210−−1990

JIS　A 　1211− 1990

JIS　A 　1214− 199 

JIS　A 　1216 − 1ggo

JIS　A 　 1217− 1990

JIS　 A 　 1218−−1990

JIS　A ユ222− 1ggo

JIS　A 　1206

調 製方法

土粒子 の 密度試験 方法

土 の 含水比試 験方法

土 の 粒度試験 方法

誕
蠶

土 の 液性 限界 。塑性限界試 験方法 ：改正

土 の 遠心 含水 当量 試験方法

土 の 収縮定数試 験方法

：改正

；改 正

突固めに よ る 土 の 締固 め試 験方 法 ：改正

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 二改 正CBR 試験方法

砂置換法に よ る土 の密度試 験方法 ：改正

土 の Sits 圧縮 試験方 法

土の 圧 密試験方法

土 の 透水試験 方法

現場 CBR 試 験方法

土 の塑性限界 試験方法

証

誰
縦

（こ の 内容は JISAi205 に統合された）： 廃止

学会で 正誤表が用意され て い る）。

　 し か し な が ら残 り の 2 件 に つ い て は ， 土質工 学会

の 印刷物 に近 々 掲載され る予定 が ない の で ， 会員 の

便宜 の た め ， そ の 残る 2 件の 本文 を こ こ に 提 示 す

る
。

JIS　A 　1214− 1990 「砂置換法に よる土の 密度 試験方法 」 お よび

JIS　A 　1222− 1990 「現場CBR 試験方法」， そ の 他 に つ い て

渡 辺 　 進 （わ た な べ すすむ）

　　　　 JIS検討委員会委員長

　今回 の JIS改訂 （制定 ・改正 ・確認 ・廃止）は ，

土質試験 に関する JSF （土質工 学会基準） の 改定 と

連動 し て の 全面的な見直し で あ り ， JIS検討委員会

で は ， 理事会 ・基準部 の 方針 に沿 っ て ，か つ 建設省
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お よび工業技術院 の 担当者 と の 協議 を重ね なが ら作

業を進 め て き た
。

　改訂 に 当た っ て は ， JIS規 格内容 の 吟味 ・再検討

だ け で な く， JIS の 書式を規定 して い るJIS　Z　8301

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 土 と基礎， 38− 9 （392）
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「規格票 の 様式 」 の 改正 が あ っ た た め ， JISを新 フ ォ

ー
マ ッ トに書き換 え る作業 も同時に行 わ れ た 。

　こ の たび公布 され た改正 JISの大半 12件は，「土

質試験 の 方法と解説 」 に JIS案 （こ れ は 公布 JISに

一
致 して い る） と し て 収載 され て い る が，掲載され

て い な い 土質調査法関連 の 2 件 の JISにつ い て ， そ

の 経過説明とそ の 全文 を こ こ に示す。

　また ，

「土質試験 の 方法と解説」 に は 収録 され て

い る が，改正 の 経緯が示 され て い な か っ た JIS　A

1207　土 の 遠心含水 当量試験方法 に つ い て 事後報告

なが ら事情 を説明 してお きた い
。

1． JIS　A 　1214 砂置換法 に よ る土 の密度

　　試験方法

工 業技術院 と の 打合わ せ の 段 階で ，JIS　A 　1214

は ， 旧 「標準ふ る い 」 規格 を引用 して い る た め 改正

の 必要性を指摘 された 。 した がっ て
， 土質調査法に

関連 する規格で は ある が， 適切な手続き を行 うこ と

とな っ た 。

　基準部 で は ， 今回の 改訂の基本方針 に従 い
，

工 業

技術院お よび JIS検討委員会と協議 の 上 ， 上 述 の

「規格票 の 様式」 と 「標準ふ る い 」 に関係する部分

の 書き換え の み を行 い
， 事務的 に処理 す る こ と と し

た 。 そ の 結果 ， 当会誌上で の改正 案 の 提示 と会員 の

意見聴取等 は省略 され ， 形式的改正 （確認作業に 相

当）が行われ た。

2． JIS　A 　l222 現場 CBR 試験方法

　旧 JIS　A 　1211 「路床 土支持力比 （CBR ）試 験 方

法」 の 内容 を室内と原位置で 行 う試験に分離 し， 後

者を独立 させ た もの が こ の 規格で あ る 。

　し た が っ て形式上新 し い 規格 と して 制定公布され

た が， 実質的に は内容上 の 改変は ほ と ん どな い
。 ま

た こ の 改正素案 と し て の 会告 （「土 と基礎 」 1989年

10月号掲載）に示 され た もの に対す る審議過程で の

そ の 後の 大きな変更点は な い
。

　旧表題 の 「路床土支持 力比 」 は ， 土質工 学分野 の

用語 と しては現在 「CBR 」 に改め られて い る の で こ

れに従 い 削除した 。

　こ の 新 JISは ， 土質工 学会で は ， 今後土質調査法

に属 する規格 として取 り扱 わ れ る こ と に な る
。

3． JIS　A 　1207 土 の 遠心 含水 当量試験方法

　こ の 規格は 厂土質試験 の 方法 と解説」 の巻末に改

正 案 として収載 され て い る （こ の 案は ， こ の まま公

布 JISに一致）。

　JIS検討委員会 で は ， 当初こ の 規格 を廃案 の対象

と し て検討を して きた が， 審議過程で ，
こ の 規格が

実際 に全 く使用 されて い な い と い う確認が で きなか

っ た こ と
，

ま た廃止す る に は 代替規格 の 提示，積極

的な廃止 理由 の 明示 ， 関係諸方面 との 協議等 ， 慎重

で あ る べ き との 判断 か ら，今回は 「確認」 レ ベ ル の

作業で 見送 る こ とに した 。 ただ し，先述 した とお り

JISの 「規格票 の 様式 」 の改正 に 伴 う書式上 の手続

きが行わ れ，改正 とな っ た。

日本工 業規 格

砂置 換法に よ る土の 密度試験方法

　　　 JIS

A．1214−− 1990

Test　method 　for　soil　density　by　the　sand 　replacement 　method

　1． 適用範囲　こ の規格は ， 原位置の 土 の 密度を砂置換法 に よ っ て求め る 試験方法に つ い て規定す

　　る 。

　　 なお ，
こ の 規格で規定す る装置及び 方法 を用 い て試験 を行 うこ とがで き る 範 囲は ， 最大粒径が 53

　 mm 以下 の 土に限る。

　　　備考　こ の 規格 の 引用規格を ， 次 に示す 。

　　　　　　 JIS 　A 　1203 土の含水比試験方法

　　　　　　JIS　A 　1210 突固め に よ る土 の 締固め試験方法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 141
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　　　　　　　 JIS　Z　8801 標準ふ る い

　　2． 用語の 定義　 こ の 規格で 用 い る 主な用語 の定義は ，次 の とお りとす る。

　　　　（1）　土 の密度　土 の 単位体積 当た り の 質量 。

　　　　（2）　湿 潤密度　土の単位体積当た り の土粒子及び 問げき （隙） に含 まれて い る 水 の質量 。

　　　　（3）　乾燥密度　土の 単位体積 当た りの 土粒子 の 質量 。

　　3． 試験器具

　　 3．1 密度測定器　密度測定器 （以下， 測定器 と い う。）は ， ジ ャ
ーと ア タ ッ チ メ ン トを組み立て

一

　　 体 の 容器 と し た もの で ， 図 1 に示 すよ うな寸法及び機能 をもつ 部品か ら な る もの とす る 。

　　（1） ジ ャ
ー
　ジ ャ

ーは ， 容量約 4　1
， 高 さ約 200mm の 透明な プラ ス チ ッ ク製叛で

， 瓶 の 先端が ア タ

　　　　　 ッ チ メ ン トに接続で きる よ う に，お ね じ とな っ て い る もの とす る 。

1　　（2） ア タ ッ チ メ ン ト　 ア タ ッ チ メ ン トは ， 次の よ うな 部品が一体 とな っ た金属製 の もの とす る。

　　　（a ）　 ピク ノ メ ータ トッ プ　小 さ い 漏斗状の もの で ， そ の 上端部は ， ジ ャ
ーを接続で き るよ うにめ

　　　　　　ね じ とな っ て お り， 下端部はバ ル ブガ イ ドに固定 され て い る もの とす る 。

　　　（b ） 漏斗　下端の 内径 が 162mm
， 下端 か らバ ル ブガイ ドま で の 高さが 134　mm の 寸法を もつ も

　　　　　　の で ， 上端は バ ル ブ ガ イ ドに固定 され て い る もの とする 。

　　　（e ） バ ル ブガイ ド　ピ ク ノ メ ータ ト ッ プ と漏斗と を固定する 部品 で
， 直径 12．　5　mm の 孔口 とバ

　　　　　　ル ブ をもち ， 図 1に 示 すよ うな寸法及び形状の もの とする 。

　　 3．　2 ベ ース プ レー ト　ベ ー
ス プ レ

ー トは ， 図 1に示すよ うな金属製板 で ， そ の 中央に 漏斗の 内径に

　　 等し い あな をもつ もの とす る
。

　　 3．3 ガ ラス 板 ガ ラ ス 板 は ， 厚 さ約 5mm ，

一辺約 200  の 正 方形 の もの と する。

　　 3．4 試験用砂 撒 用砂 は，標鞴 ふ る い 2   を通過 し ，
75Fm 峨 留す る よ うな齷 範囲 の も

　　 の で ， 水洗 い して 十分 に乾燥 した砂 とす る 。

　　 3．　5 はか り　 は か りは ， ひ ょ う量 10kg ， 感量 5g の もの 及び ひ ょ う量 500　g， 感量 0．1g の もの と

142

（ジャ
ー
）

図 1　 測 定器 と ベ ー
ス プ レ

ート

（アタッ チメ ン ト）

ゴム 11ン グ
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す る 。

3．6 その 他 の器具 　そ の 他 の器具は ， 次 の とお り とす る 。

（1）　含水比 測定器具　含水比測定器具 は ， JIS　A 　1203 の3．（試験器具） に規定す る もの とする 。

（2） 試 験孔 を掘削す るた めの器具　試験孔を掘削す る た め の 器具は ， 次の とお りとす る 。

　（a ）　小 さい つ るは し

　（b ）　ハ ン ドス コ ッ プ

　（C ）　の み 又 は たがね

　（d ）　ス プーン

（3） 砂又 は湿 潤 土 を乾燥 するた めの器具 砂又 は湿潤土を乾燥す る た め の 器具は ， 次 の とお りとす

　 　 　 る。

　（a ）　フ ライパ ン　直径約 250m 皿 の もの 。

　（b ） ポータブル 石油ス トーブ又 は適 当な乾燥器

（4）　小 さい は け

（5） 直ナイフ 　直 ナ イ フ は ，
JIS 　A 　1210 に規定す る もの とす る

。

（6） ふ るい 　ふ る い は
，
JIS　Z　8801 に規定す る標準網ふ る い 2mm 及び 7恥 m の もの とする。

（7） 温度計　温度計は ， 最小 目盛 1℃ の もの とする。

4． 試験方法

4．1 測定器 の体積 と試験用 砂 の密度の 検定

　 4．1．1 ジ ャ
ーとピクノ メ

ー
タ トッ プの体積の検定　ジ ャ

ー
と ピ ク ノ メ

ー
タ トッ プ の体積の検定は ，

　 次の とお りとす る 。

　　（1） 測定器 を組み立 て ， 測定器 の 質量 （Ml ）をは か る
。

　　（2） 測定器を逆 さ に 立 て （漏斗を上 向き に し ， ジ ャ
ーを下にす る），

バ ル ブを開 く。

　　（3） 漏斗 の 上 側か ら測定器に水 を入 れ，ジ ャ
ーとピク ノ メ

ー
タ ト ッ プ を水 で 満たす 。 こ の とき ，

　　　　　ジ ャ
ーとピク ノ メ

ータ トッ プ に気泡 が残 らな い よ うにす る 。

　　（4） バ ル ブを 閉じ ， 漏斗に残 っ た水 を捨て て か ら，乾 い た布で 測定器 の外及び漏斗 の 内面 をよ

　　　　　 くふ い て 乾かす。

　　（5） 水で満た した測定器 の 質量 （M2 ）をは か っ て か ら， 直 ちに測定器 中の 水 の温度 （のをは か る 。

　　（6） 5．　1に示 す方法 によ っ て ， そ の測定器温度に 対 す る ジ ャ
ー

と ピ ク ノメ
ー

タ トッ プ の体積

　　　　　（Y ，）を計算する 。

　　（7） （1）〜 （6）の 操作 を測定器 の 温度が
一

定の 状態で 3 回繰 り返 し て 行 う。もし各 々 の 試験結

　　　　　果 か ら得た体積 の 計算値の差 が 5ml 以下 に な ら な けれ ば ， そ の 差が 5m1 以下 の 計算値が

　　　　　得 られ る ま で （1）〜（6）の 操作 を繰 り返す。差 fls　s　ml 以下 の 3 個 の 計算値 を平均 し て ，

　　　　　ジ ャ
ーと ピ ク ノ メ ータ ト ッ プ の 体積 （V ・）とする 。

　　　　　備考 1． こ の 試験か ら得たジ ャ
ー

と ピ ク ノ メ
ー

タ トッ プ の 体積 （Vl）は ， 測定器温度 が一

　　　　　　　　　定で ジ ャ
ーと ア タ ッ チ メ ン トの 組立 て位置が変わ らな い 限 り不変で あ る か ら ， 試

　　　　　　　　　験時 の 接続位置を常に一定 にす る た め にジ ャ
ーに 目印 を付 けて お くとよ い

。

　　　　　　　 2．測定温度 が広範 囲に変化す る と，
V 、 値 もそ れ に応 じ て 異な る の で ， そ の 場合に

　　　　　　　　　は
， あ ら か じ め そ の 範囲で 4 〜 5 点の測定器温度 に対 し て （1）〜（7）の 操作を行

　　　　　　　　　い
， 温 度変化に伴 う V ・値変化 の 検定曲線 を求 め て お く。

　 4．1．2　試験用砂 の 密度の 検定 　試験用砂の密度の 検定は ， 次 の とお りとする
。

　　（1）　内部を よ く乾か し た測定器を水平な面 の上 に逆 さに立 て 〔4，1．1（2）の 規定 と同 じ要領〕，

　　　　　バ ル ブ を閉 じ る 。
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　　（2） 試験用砂 を漏斗の 上端ま で 入 れ ，
バ ル ブを開 い て砂 を ジ ャ

ーと ピ ク ノ メ ー
タ トッ プ が満た

　　　　　され る ま で 入れ る 。 こ の とき，漏斗中 の 砂は ，下部に移動す る の で ，砂面 がしだ い に下が

　　　　　る が，そ の 面が常に漏斗 の 高 さ の 半分以上 となる よ うに砂 を補 う。

　　（3） 砂 の 移動 が止 ま り ， ジ ャ
ー

とピ ク ノ メ ータ ト ッ プが砂で 満た され た ら，バ ル ブ を閉 じて 漏

　　　　 斗中に残 っ た砂 を捨 て ， 砂 で満 た され た測定器 の 質量 （M3 ）を は か る 。

　 （4） 砂で 満た され た 測定器 の 質量 （M3 ）か ら， 測定器だ けの 質量 （m ・）を 減 じ て ， 測定器中の

　　　　 質量 （m4 ）を求め る 。

　　（5） 試験用砂 の 密度 は
， 4．↑．1で 得た 測定器 の 体積 （V ・）と測定器中 の 砂 の 質 量 （M1 ）か ら，

　　　　 5．2 の 計算 に よ っ て 求 め る 。

　　　　 備考 1．測定器 の 体積 （V1）は，（1）〜（4）の 操作を行 っ た とき の 測定器温度 に対応する

　　　　　　　　 値 で なければな らな い
。 したが っ て ， もし必要なら，4．1．1備考 2．で述 べ た検定

　　　　　　　　 曲線か ら Y1 の値を求め る 。

　　　　　　　2。測定器中 の 試験用砂の 体積を求 め る試験 を通 じて ， 砂 に振動 を与 えて は な らな い
。

　　　　　　　　 砂 に振動を与え る と砂 が密 に詰 ま り， 砂 の 密度 が大 き く求 め られ ， そ の結果 ， 求

　　　　　　　　 め る土 の 密度が小 さく得 ら れ る こ とに な る 。

　　　　　　　3．試験用砂 の 密度は ， 現場で 掘削する試験孔 の体積程度 の 体積既知 の 容器 を用 い て

　　　　　　　　 測定 して もよ い
。 そ の 場合 に は ， 4．2，2 に規定す る試験孔 の 体積 の 測定方法を準

　　　　　　　　 用 する。

　　　　　　　　　 なお ， こ の 測定方法に よ る ときに は，求 め た密度が
， ジ ャ

ー
を用 い て 求めたそ

　　　　　　　　 れ と等 し い こ とを確か め な けれ ばな らな い
。

　　　　　　　4．試験用砂 の 密度を求め て か らあま り長い時間た っ た もの を現場試験に用 い る とか，

　　　　　　　　 又 は現場試験 で既に用 い た砂を再び使用す る場合 ， 砂 の含水比変化や粒度 の 変化

　　　　　　　　 に よ っ て 土 の 密度試験結果 に 正確 さを欠 くお それが あ る 。 したが っ て ， 試験用砂

　　　　　　　　 の 含水比 や粒度 の 管理 を行 い
，

ま た
， 砂 の 密度の 検定を， しば しば行 わな けれ ば

　　　　　　　　 な らな い
。

　4．1。3　漏斗 を満たすの に必要な試験用砂 の質量の検定　漏斗を満 たす の に必 要な試験用砂 の質量

　 の検定は ， 次 の とお りとす る
。

　 （1） 漏斗 を満た す の に十分 な量の試験用砂 を， ジ ャ
ーに あ らか じめ入 れ て お き ，

バ ル ブ を閉じ，

　　　　 測定器 と 入 れ た砂 の質量 （
　　　ノ
M3 ）をは か る

。

　　　　　 4，1．2 の 測定に 続 い て こ の 検定を行 う揚合 に は ， 4．1．2（3）で得たジ ャ
ー

と ピ ク ノ メ ータ

　　　　 トッ プに満た し た砂 の質量 （M3 ）を そ の ま ま用 い る
。

　 （2） 水平 に置 い た ガ ラ ス 板 の 上 に ペ ース プ レ ー トを置き ， 更 に ， そ の 上 に 漏斗が密接する よ う

　　　　 に測定器 を立て る （漏斗 口 を下 に し， ジ ャ
ーを上 にす る 。）。

　 （3） バ ル ブを開 き，ジ ャ
ー

の 中の 砂を漏斗に 入 れ る 。 砂 の移動が止 ま っ て か らバ ル ブを閉じる 。

　 （4） 漏斗に移動 した砂 を除き， 測定器 と残 っ た砂 の質量 （M5 ）をは か り，
　 M3t − M5 又 は M3 − M5

　　　　 か ら漏斗 を満た すの に 必要 な砂 の 質量 （M6 ）を求め る 。

4．2 現 場におけ る土の 密度 の測定

　4．　2．　1 測定前 の 準備 と試験孔 の掘 削方法　測定前 の 準備と試験孔 の 掘削方法は ， 次 の とお りとす

　 る。

　 （1） 試験箇所の 地表面 を ス ト レ
ー トエ ッ ジ で水平 に な らす。 こ の とき ， 地表面 に緩んだ土 ， 石

　　　　 又 は ごみ が あれ ばそれを取 り除 く。

　 （2） 平 ら に な ら し た地表面 にベ ー
ス プ レ ー トを密着させ て 置 く。
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（3）　ベ ー
ス プ レ

ー トの あな の 内側 の 土 をハ ン ドス コ ッ プ，の み，つ る は し，ス プー
ン な ど の 掘

　　　削器具 を用 い て掘 る 。 掘 り出 した土は ， わずか な量 も失わ な い よ うに注意 して 容器 に入れ　［
　　　 る 。 採取 し た土 は ，含水比 が変化 し な い よ うに ，容器 に ふ た をし て保存する。

備 考 讖 孔 ・ 最小体積 ・・± ・ 默 髓 ・・応 … 表 1 ・示 す ・ う姫 とす ・… よ い
・ 1

表 1　土 の 最 大 粒径に 対する試験孔 の 最小体積

土の 最大粒径 　mm 試験孔 最小体積　Cine

5326

．513
．24
．75

280 〔）

210  

1400700

4．2．2　試験孔 か ら掘 り出 した土 の質 量及 び試験孔 の体積の測 定

及び試験孔 の 体積 の 測定は ， 次の とお り とする 。

）

）

−

り
乙

（

（

（3）

（4）

（5）

（6）

試験孔か ら掘 り出した土 の 質量

　 4．2．3

　 5．43 か ら土 の 密度を求め る
。

5． 計　算

5．　t ジ ャ
ー

とピク ノ メ
ータ トッ プの体積　測定器 の うち ，

ジ ャ
ー

とバ ル ブ孔 の 体積を含め た ピ ク ノ

メ ータ ト ッ プ の 体積は ， 次 の 式 に よ っ て 算出する 。

　　　 　　 　 V ，
＝K （M2

−
M1 ）

　　　　　 こ こ に，　 y 正
： ジ ャ

ーとバ ル ブ孔 の 体積 を含め た ピ ク ノ メータ ト ッ プ の 体積 （cma ）

　　　　　　　　　 t？12 ： ジ ャ
ーと ピ ク ノ メータ トッ プ の 部分に水を満た した と き の 質量 （9）

　　　　　　　　　 Ml ： 測定器 の 質量 （9 ）

　　　 　　 　　 　　 K ： 測定水温 t
°
C に お け る 水 1g 当 た りの 体積 （cm31g ）（表 2参照 ）

　　　 　　 　　 　　　 　　 表 2　 温度 IO−−32ec に おける水 1g 当た りの 体積

試験孔 か ら掘 り出 し た土 の 全質量 （2n7）をはか る 。

質量をは か り終 わ っ た土をよ く混合 し ， そ の 中か ら， JIS　A 　1203 に規定 する方法 に よ っ

て 含水比 （W ）を求 め る
。

4、1．2（1）〜（3）と同 じ操作を行い m 、 を求め る 。

ベ ー
ス プ レ

ー
トの あな に 漏斗 を合わ せ て 測定器を直立 させ る。

バ ル ブ を開き ，
ジ ャ

ー
の 中の 砂 の 移動 が 止 ま っ て か らバ ル ブ を閉 じ る 。

測定器 と残 っ た砂の 質量 （11ZB）をは か り，　 m 一 7？IB か ら試験孔 及び 漏斗 に入 っ た砂の 質量

（M9 ）を求 める 。
　 M9 か ら漏斗を満た す の に必 要な砂 の 質量 （M6 ）を除い て ， 試験孔 を満

た すの に要する砂 の 質量 （nele ）を求 め る 。 試験孔 の 体積 （Vg）は ， 5．　4．　1によ っ て 計算す

る 。

土 の 密度 の 求め方　4．2．2 の 試験 で 得た M7
，
　 V

。 及び w の 値 を用 い
， 5．3、　2， 5．4，2及び

．

ー

水温 t℃ 水 1 ・ 当た り・ 体撚 ・ m
・

／・ II水 mt ℃ 1 水 ・9 当・ ・の 懶 κ ・ m ・

〆・

024

戸
080

1

工

l119

臼

1，000271
．000481
．OOO731
．001031
．001381
．00177

24680222

ワ臼

20

ρ

00

1．002211
．002681
．003201
．003751
．004351
．00497

　　5．2 試験用砂の密度　試験用砂 の 密度 は ， 次 の 式に よ っ て算出す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 M3 − ntl　　 M4

　　　　　　　 ρs ＝
　 y1　

＝
了 「

　　　　　　　こ こ に ，　 ρs ： 試 験 用 砂 の 密度 （g／cm3 ）
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　　　　　　　　　　　M3 ： ジ ャ
ーと ピ ク ノ メータ ト ッ プ の 部分に砂を満た した と きの 質量 （9 ）

　　5．　3　試験孔か ら取 り出 した土 の 含水比 とそれの 炉乾燥質量

　　　5．3．　1 試験孔 か ら取 り出 した土 の含水比 　試験孔か ら取 り出 した土 の 含水比 は ， 次 の 式によ っ て

　　　算出する 。

　w ＝　
@mlt − m12 　　x　lo

　 　 　 　刎Ll

こ こ に， 　 W ：含水 比（％

　 　 　Mll ：湿 潤 土の 質量（

j 　 　　 M12 ；炉 乾 燥土 の質 量

9） 5 ．3 ． 2 試験 孔から取り 出した土 の炉

燥 質 量 によっ て

出する。 試験 孔から 取 り出した土 の 炉 乾 燥 質

は ，次 の式 　
　 10T

mQ 三

@ 　 w 十100 ここ に ，　 pm ：試 験 孔 から取り出 した 土

炉 乾燥 質 量 （ 9 ） 　 　　 　M7 ：試験孔 か ら取 り出 し

浸潤土の質 景（9

5．4　 土の密 度 　5 ．4 、 1 試験 孔 の 体 積　 試 験 孔 の体積 は ，

の式によっ て
算
出 す る

。
　 　

　 　 v 。 ＝ 叨 9 − ”己L 血 　

　　　　　　 Ps 　　 　Ps 　 　 　　 　ここ
に

，

Vo ：試 験孔 の体積 （ cm3 ） 　 　　 　 　 　 　　 　 ms ：試 験

及び漏斗に入った砂の 質 量 （9 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　M6 ：漏

を満 たす のに 必要 な 砂の 質量（9 ） 　 　 　 　 　　 　 　 m ・ ・： 試

孔を満たすのに必要な砂の質量（9 ） 　 5 ． 4 ． 2 　湿潤密度

湿 潤 密 度 は

次
の 式

に
よっ

算 出 す る。 　 　　M7 　ρ＝
−r

ここに，　 　p ：湿潤密度（g ！ cm3 ） 5 ． 4 ．　 3 乾

密 度 　 乾 燥 密 度 は ， 次

式によって算出す

る。

　　　　　 　 　 　 mo 　　　　 　　ρFTT

@　 　 　 　ここに ， pa ： 乾 燥 密 度 （91cm3 ）

．報告 試験結果

ついて は，次

事項を 報告する

（ 1）最大

径 2 ）含水比 （3 ）湿潤密度

（ 4 ）
乾
燥密 度 146 土 と 基 礎 ， 38 − 9 （392 ）
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［ 　　 日本工 業規格

現場 CBR 試験方法

　　　 JIS

A1222 − 1990

Test　method 　for　the 　California　 Bearing　Ratio （CBR ）of　 soils　in　place

1． 適用範囲　こ の 規格は ， 原位置 の 土 の CBR を求め る試験方法に つ い て規定する 。 こ の試験は ，

安定処理 し た土 に も適用 で きる 。

　　備考 1． こ の 規格の 引用規格を ， 次に示す 。

　　　　　　JIS 　A 　1203 土 の 含水比試験方法

　　　　　　JIS　A 　1211　 CBR 試験方法

　　　　 2．こ の 規格の 中で ｛｝を付けて 示 して あ る単位及び 数値は ， 国際単位系 （SI） によ る も の

　　　　　　で あ っ て ，参考 と し て 併記 し た もの で ある。

2．　 用 語 の 定義　 こ の 規格で 用 い る主 な用語 の 定義は ， 次 の とお りとす る 。

　　　CBR 　所定の 貫入量 に お け る荷重強 さの，そ の貫入量 に お ける標準 荷重強 さに対する 百分率。

3． 試験装置及 び器 具　試験装置及び 器具 は ， 次 の とお りとす る 。

（D 　現場 CBR 試験機　現場 CBR 試験機 は ，載荷装置，荷重計，貫入 ピ ス トン 及び貫入量測定装

　　　置か ら構成 され ， 次 の 条件を満 たす も の とす る 。 試験機 の 例 を図 1 に 示 す 。

　（a ） 載荷装置　載荷装置は ， CBR の大 きさ に 応 じ て 十分な 能力 の もの を 用 い る こ と と し ， 載荷

　　　　能力 5000kgf ｛50　kN ｝以 上 の ス ク リ ュ
ージ ャ ッ キ又 はオ イ ル ジ ャ ッ キ を使用す る

。 貫入速 さ

　　　　は ，
1mm ／min の 一定速度で 連続的に与え る こ とが で き る の で な けれ ば な らな い

。

　（b ） 荷重計　荷重計は
，

プ ル
ービ ン グ リ ン グ又 は電気的 に荷重 を指示 で きる もの で

， 予 想され る

　　　　最大荷重 の ± 1 ％程度 の 許容差 で荷重が測定 で き る もの とす る 。 容量 の 異 な る も の 500〜

　　　　5　000　kgf　｛5〜50　kN ｝を複数用意 し て お き，最大荷重 に応 じ て 使 い 分 ける。

　（c ） 貫入 ピス トン　貫入 ピ ス トン は ， 直径 50± O．　12　mm の 鋼製円柱形 の もの とす る 。

　（d ） 貫入量測定装置　貫入量測定装置は ， 変位計 ， そ の取付け具及び 架 台か らな る 。 変位計は ，

　　　　最相 喘 m 叺 默 ・・一 ま で齪 で き ・ダ・ ヤ ル ゲー
ジ又 は こ れ と同等 ・ 性能をもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1　 現場 CBR 試験機の 例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 荷重

　　1
−＿二　」＿
　 o 　 　 o

荷電支持捧

ス クリュ
ージ ャ ッ キ

「
　 　 ジヤ ツ キハ ン ドル

O　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I　
し　　
1　　　　
1　　　
1　　　　
1　　　　
1　
1　　　　　
1　
画　
l　　
l　
I　　　　
l　
l　　　　
I　　　　
I　
I　　　　
−　
I　　　
I

荷重計

ダイヤ ル ゲージ

取付け具・

o

旨

3
｛
：
2
；

ダイヤル ゲ
ー

ジ

架 台 貫入 ピス トン

旨

iiIiil

　 l

50cln以上
荷重板
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　　　　　 電気式変位計 とす る
。

　 （2） 反 力装 置　反力装置は ， 予想 され る荷重 に十分対応 で き る も の と し，ダ ン プ ト ラ ッ ク な どを用

　　　 　 い る。

　 （3） その他の器具

　　 （a ）　荷重板　荷重板 は ， JISAl211 の 4．（試験装置及び器具）に規定す る も の 4 個 を用意する 。

　　 （b ） ス コ ッ プ ，
ハ ン ドス コ ッ プ及 び直ナ イ フ　直ナイ フ は ， 鋼製で片刃 の 付 い た 長 さ 25cm 以上

　　　　　 の もの とす る 。

　　 （C ） ス トッ プ ウ ォ ッ チ又 は 時計

　　 （d ） 乾燥砂

　　 （e ） 含水比測定器具　含水比測定器具は ，JIS　A 　1203 の 3．（試験器具） に規定する も の とす る 。

　 4．　 試験方 法　試験方法 は ， 次 の とお りとする 。

　 （1） 貫入 ピ ス トン の 断面 積を求 め る。

　 （2）　試験箇所 の 表面 を直径約 30c 皿 の 水平 な面 に仕上 げ ， 乾燥砂 を薄 く敷き な らす。

　 （3）　試験装置を組 み立 て ，試験面に荷重板 を 4 個載せ る 。

　 （4） 貫入 ピ ス トン を試験面 に密着 させ るた め に 5kgf ｛0．05　kN ｝以 下 の 荷重 を加 え る 。 こ の ときの荷

　　　　 重計及 び貫入 量測定装置 の読み を初期値 とする 。

　 （5） 貫入 ピ ス トン を 1mm ／min の 速さ で 貫入 させ
， 貫入 量が 0．5mm ，

1．Omm
，

1．5　mm
，
2．Omm

，

　　　　 2．5mm ，3，0mm ， 4．0  
，
5．　O　mm

，
7．5mm

，
10．　O　mm 及び 12・5mm の とき ， 荷重計嫌

　　　　 み を記録す る 。 貫入量が 12．5mm に な る 前に荷重計の 読みが最大値 に 達 し た と き は ， そ の と

　　　　 き の 荷重計 の 読み と 貫入 量 を記録 し て お く。

　（6）　貫入試験 の 終了 後，
ピ ス トン 貫入部付近か ら試料 を採取 して 含水 比（w ）を求め る 。

　 5． 計 算 計算 は ，次の と お り行 う。

　 （1） 貫入試験で 読み 取 っ た荷重を貫入 ピ ス トン の 断面積 で 除 して 荷重強 さを求め ， 荷重強 さ
一
貫入

　　　　 量曲線 を描 く。荷重強 さ一貫入量 曲線 の 初期の 部分に図 2 の 曲線  の よ うな変曲点が生 じ る揚

　　　　 合は ， 変曲点以降の 直線部分を延長 し，横軸 と の 交点を貫入量の 修正原点 とす る 。

　　　　　 な お ， 荷重強 さを荷重で 表 して もよ い
。 こ の 場合は ， 荷重 一

貫入 量曲線 と い う。

（2） 貫入量 2．5   ｝こお ける髄 強 さを齷 強 さ 慣 入量 曲線 か ら求め ，
2．Smml こ お け 驃 鞘

　　　　 重強 さを用 い て CBR を次 の 式に よ っ て 算出す る
。

　　　　　　　 CBR ． ，−EL−× 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 90

　　　　　　 こ こ に ，　 9 ；貫入量 2．5mm に お ける荷重強さ （kgf！cm2 ）｛MN ／m2 ｝

　　　　　　　　　　 g 。
：貫入量 2・5mm に おける 標準荷重強さ　　　　　 図 2　荷重強 さ

一
貫入量曲線

ヱ48

　 　　　 　　 　　 （kgf／cm2 ）｛MNI 皿
2
｝（表 1参照）

備考　貫入試験結果 を荷重 で整理 した 場 合 は，2．5

　　　mm に お け る標準荷重 を用 い て CBR を 次 の

　　　式 に よ っ て 算出する 。

　　　CBR 一妥・ …

　 こ こ に，Q ； 貫入 量 2．5mm に おけ る荷重 （kgf）｛kN ｝

　　　　　Qo ： 貫入量 2．5mm に お け る標準荷重 （kgf）

　　　　　　　｛kN ｝（表 1参照）

　（3） 貫入 量 5．Omm に お け る CBR を同様 に求

　　　　 め ，
CBR が貫入量 2．5mm の もの よ りも

『

巳
丶

客

屋
（
鶚。
丶

髄

5
卿

誤

樋

侭

o　修」1：原点

貫 入 量 （mm ｝

土 と基礎，38− 9 （392）
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　　　 大 き い 揚合に は，必要 に応 じ て ， 改 め て

　　　 試験 を行 う。 ただ し ， 再び 同 じ結果 を得

　　　 た ときは，貫入量 5．Omm の とき の CBR

　　　 を採用す る 。

6． 報 告 試験結果 に っ い て は，次 の 事項

　を報告す る 。

（1）　試験 箇所 の含水比

（2） CBR 及び それ に対応 す る貫入量

表 1　 標準荷重強さ及 び標準荷重 の値

貫 入 量
　 InlllFDO25

　 標準荷 豊強 さ
kgf／cm2 ｛MN 〆ln2 ｝

7016 、9｝
105｛10．3｝

標 準 荷 重

　kgf｛kN ｝

1370 ｛13．4｝
2030 ｛19．9｝
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